
Fukushima National College of Technology

NII-Electronic Library Service

Fukushima 　National 　College 　of 　Teohnology

降 矢
・
松 口

・
安 藤

・
月
．
野 ・和 賀 ・小 口 ・高 木 ・渡辺 ：技術 部t 催に よ る公 開講座の 試み と課 題

技術部主催 によ る公開講座 の 試み と課題

An　attempt 　an （l　 a　review 　of 　the　open 　class

　　 sponsored 　by　the　 Technica1　0ffice

　　　　　　　（平成 19 年 9 月受理 ）

降矢　 司
＊

松 口　義人
“

安藤 　 守
＊

丹野 　拓海
＊

和賀　宗仙
＊

小 口　 高昭
＊

高木　克久
＊

渡辺　敏夫
＊＊

　　 （FURUYA　Tsukasa）

（MATSUGUCHI　Yoshito）

　　　　 （ANDO　Mamoru）

　　　　（TANNO　Takumi）

　　 （WAGA　Toshinori）

　　 （OGUCHI　Takaaki）

　（TAKAGI　Katsuhisa）

　　（WATANABE　Toshio）

Abstract

The　Technical 　Office 　in　Fukushi皿a　NatiQnal　Co｝lege　of 　TechnolQgy（FNCT）　was 　a 　part　of 　the 　Administrative

Bureau 　 up 　to 　2005 ．　In　 order 　to　effectively 　perfor皿 the　object 　of 　the　section
，　it　 was 　reorganized 　and 　was

separated 　from　the 　clerical 　section 　in　2006．　The　Technical　Office　is　asked 　for 　more 　contribution 　to　 an

education 　and 　a　research 　in　FNCT，　and 　activities 　in　the　王ocal 　sDciety ．　An　open 　class 　was 　held　in　the

Last　November　as 　a 　part 　of 　the　activi 七ies　in　the　⊥ocal 　society 　by　the　Technical 　Office ．　The　title　of

the 　open 　c ！ass 　is　
‘‘
Making　a　medel 　airplane 　and 　sa 正ling　itthrough 　the　air 　with 　parent 　and 　their 　chi 　ld

”
　。　The

number 　of 　the　students 　were 　ten　pairs．　The　class 　was 　successively 　executed 　and 　the　members 　 were 　realized

to　be　satisfied 　with 　the　result 　by　the　questionnaire 　after 　finishing　it．

1 ．は じめ に

　福島高専 で は一
昨年度まで 教員 に よ る 教育研究組

織 と事務職員 に よる事 務 組 織 に分 か れ て お り、技 衛 職

員 は事務組 織 の 中の 技術室 の 所属 で あっ た。技術職員

の 役割 は実験実習 お よび 卒業研究等 の 教育支援、機器

の 管理 保 全 や 実 験実 習 にお け る安全 管理 、教員 との 連

騰 に よ る研究活動への 取 り組み、公 開講座や崖前授業

等 に よ る社会貢 献 で あ る。

　これ らの 役割 を十分 に果た すた め、平成 18 年度の

事務組織改組 に 伴 い 技 術 室 が 事 務 組 織 よ り独 立 して

新た に技 術部 とな り、技術職員が よ り効果的に 教育研

究活 動 や 社会貢献等 を行 え る よ うに なっ た。

　こ の 組織改組の 成 果 の
一

つ と して 、技術部が 独自に

主催す る公 開講座を本校初 の 試み と して 実施 し た。今

ま で も技 術 室 と して 公 開 講 座 等 に よ る 地域貢 献 へ の

取 り組 み を積極 的 に 進 め て い た が 、各学科やセ ン タ
ー

主催 の 公 開講座 の 支援 を 行 うに 過 ぎ ず、主催 ま で に は

至 らな か っ た。

　本稿 で は 平成 18年 11 月 11 日　（土）・12 日　（日）

に 行 っ た、本 校初 の 技術部主 催 に よ る 公 開講座 に つ い

て 報告す る。

2 ．公開講 座に向 け て

2 ．1 内容 の 検討

　技術部が独 自に主催す る とい うこ とで、初め に公 開

講座 の 内 容 か ら検討 した。技 術 部 主催 の 公 開 講座 の 大

きな 目的 は、常 日頃か らモ ノ づ くり教育に携わる こ と

が 多い 技術部の 特徴 を生か し、モ ノ づ く りに使われ る

道具の 使い 方や技術を習得 して もらうととともに、モ

ノ づ く りの 難 しさや楽 し さ、お よび 完成 した とき の 達

成感 を感 じ て も ら うこ とで あ る。

　今 回 の 公 開講座 で は 上述 の 目的に加 え、以 下 の 点を

＊
福 島工 業高等 専門学校

ZZ

福島工 業高等専門学校

技術部 （い わ き 市平 E荒川 字長尾 30）

機械 工 学科 （い わき市平上荒川字長 尾 30）
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考慮 に 入 れ た。

  対象を小 学生 の 高 学年 （5、6 年生 ） とす る

  親子 で 協力 し なが らモ ノづ く りが楽 しめ る

  最近 、体験す る機会 が少なくなっ て きた と思われ

　　 る工 作 をテ
ー

マ とす る

　 以 上 の 点 を 考 慮 し様 々 な 案が 出た 中で 、今 回 は 「滞

空 模型飛行機の 製作」 を選 定 した。こ れ は小 学生 高 学

年 を対象にす る に は少 し難 しい が 、親子で協力すれば

製作出来 る と考えられ る。ま た 、同 伴す る 保護者 の

方 々 に と っ て は 子 供 の 頃に
一

度 は 製作 し た こ と が あ

る と思わ れ、懐 か しさ と共 に興 味 を持 っ て 製作 に 当 た

っ て もら え る と考 えた か らで あ る。講座 の 計画 表 を表

1 に示 す。

2 ．2 公 開講座 の 準備

（1 ）模型飛 行機の 選 定

　製作す る 模型 飛行機 キ ッ トの 選定に は 小 学 生 が 主

に 作業す る事を 考慮 し、小 学生 の 作業 レ ベ ル で 日程 内

に 完成で き る もの を 選定する必 要が あっ た。そ こ で 、

キ ッ ト選 定の た め 技 術部職員で 何 種 類か 試 作 し、
こ の

うち作業時間や難易度お よび 機体 の 調整方法等を検

討 し、今 回 の 講 座 に 合 っ て い る もの を選 定 した。

（2 ）製作工 程の 検討

　 小 学 生 で も加 工 ・組 立 て
・調 整 等 が ス ム ーズ にか つ

安全 に 行 え る よ う、選定 した キ ッ トを試作 し なが ら手

順の 入 れ替え、製作の ポ イ ン トや作業す る上 で の コ ツ、

お よび 危 険な の で 注 意 す る点 等 を抽 出 した 。 ま た、同

時に それ らを 写 真 と ビデ オ で 撮影 を 行 っ た。その 様子

を 図 1 に示 す。

（3 ） テ キ ス トお よ び プ レゼ ン テ
ーシ ョ ン の 作成

　試 作 し た とき に 撮影 した写 真 と ビ デ オ を編 集
・2M］IZ

し、テ キス トお よび 当 日 の 説明用 プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン

を 作 成 した。作成 す る際、小 学生 で も 直感的 に理解で

き る よ うに 写 真や 動画 を多用 し、文 字 を な る べ く少 な

くす る よ うに 工 夫 した。

（4 ）予備部品の 製作および使用 工 具 の 準備

　試作の 殺階で 小 学生の 作業 レ ベ ル で は 損傷 し やす

い 部 品 が あ る こ とが 判 明 した た め、そ の 部 品 の 予 備 を

製作 し た。使用 工 具 に つ い て は 試 作 の とき に 必 要 に な

っ た もの を確認 し、参加者人 数分の 準備を行 っ た。

（5 ） 人 員 の 配 置

　当 日の 人員 の 配置 に は試作 の 結果を考慮 し、きめ 細

か い 指導が出来 る よ うに 参加者 2 組 に対 し技術部職

員 1名を配置 し た。

　こ の よ うに準備 に 細 心 の 注意を払 うこ とに よ り、予

定 し て い た 2 日間 が ス ケ ジ ュ
ー

ル 通 り進め られ る よ

うに した。

2 ．3 広報活動

　募集方法 に 関 して 当初 は 福島高専ホ
ー

ム ペ ージ へ

の 掲載の み で 行 っ て い た。し か し、ホーム ペ ージだ け

で は 思 うよ うに 定 員が 集ま らず、途中か ら近隣小学校

への 募集ポ ス タ
ー

やパ ン フ レ ッ ト （図 2 ） の 配 布 、地

元 ス
ーパ ーや ホーム セ ン ターへの ポ ス ター

掲示 を お

願 い した。

表 1 公 開講座計画 表

講 座名 ； 「親子 で 大 空 に チ ャ レ ン ジ

　 　 　 　 　 　 　ー滞空模型飛 行機 を飛 ぼそ う一1

日　 程 ；11 月 ll 日 （土 ）　 説 明 ・製作

　 　 　 　 9 ： 00〜L2 ： 00、13 ： 30〜t7 ： 00

　 　 　 11A 王2 目　（目）　 仕 上 げ ・競 技 大 会

　 　 　 　 9 ： 00〜L2 ：GO

対 象 ： 小 学 5，6 年 生 （保 護 者同 伴 ）

参加 費 ：1，000 円 （教 材 費 とテ キ ス ト代 と して ）

定 員 ： 15 組 （30 人）

図 1　 製作 工 程の 撮影

図 2　配 布パ ン フ レ ッ ト
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3 ．公開講座 の実施に つ い て

3 ．1 製作前の 事前説明

　最初 に 技術部長で ある 渡辺 敏夫機械 工 学科教授 が

挨 拶 し、続 い て 飛 行機 は 何故 飛 ぶ の か飛行 の 原理 につ

い て の 説明 を行 っ た。次に 製作に入 る前に、完成 した

模 型 飛行 機 を飛 ば し た 様子 の 動 画 を見て 、模型が 完成

し た 時の イ メージ を つ か ん で もらい 興味を持 っ て製

作 に 当 たれ る よ うに した。

3．2 製作に つ い て

（1）部品の 有無の確認

　初 めに 部 晶 の 欠 晶 の 確認を行 っ た。そ の 様子 を図 3

に示 す。製作 キ ッ トに付属 され て い る原 寸大 の 設計図

をテーブ ル に ピ ン と張 っ た 状態で 固 定 し、そ の 上 に 部

品を載せ る こ とで 部品の 有無、寸法や 曲が り具 合等 を

確 認 し た。

（2 ）主翼部 の 製作

　 主 翼 部 製作の 様 子 を 図 4 に 示す。主 翼 は外形 に使用

す る直線 と 曲線の 竹ひ ご、そ れ らを繋ぐた めの ニ ュ
ー

ム 管 （ア ル ミで 出来た 筒）、補強の た め の リブ で 構成

され て い る。主翼 先 端 に使 用 す る 曲線 の 竹ひ ご は 予 め

曲 げ られ て い る が 、設計図 と 多少異なる た め ハ ン ダ ご

て の 熱 に よ っ て 設 計 図 に合わ せ て 曲 げて い く 。

　次に 上 記 の 竹 ひ ごを っ な げ、リブ を接着剤で 主 翼外

形 に 取 り付 け、接着剤 が 乾 くまで 輪 ゴ ム で 固定 してお

い た。

（3 ） 尾翼部の 製作

　尾翼部製作の 様 子 を図 5 に示 す。尾 翼部 は水平 尾翼

と垂 直尾 翼 の 組 立 て に 別 れ る。

　 ニ ュ
ーム 管 で つ な げ られ た 水平尾 翼 は 紐 で 本体 に

結び 付けられ るが、これだけ で は 強度 不足 の た め カ ッ

ター
で 本 体 に 浅い くぼみ を作 り、そ こ に は め込 む よ う

に し て 瞬間接着剤 で 固定 した。垂直尾 翼 は キ リで本体

に 穴を開け、そ こ に竹 ひ ご を差 し込 み 取 り付 け る。

　 尾 翼の 直前に は ゴ ム （飛 ばす と きに 使 う〉を と め る

金 具も取り付けた。

〔4 ）翼 の 紙 貼 り

　 主 翼 と尾翼の 骨組み が 終わ り、こ こ か ら主翼 と尾翼

に 紙 を貼 っ て い く。そ の 様 子 を 図 6 に示 す。の りを水

で 薄 め た もの を筆 で 翼 の 骨組み に 塗 り、次 に 予め 翼の

形状よ り少 し大きめ に切 っ てお い た紙を乗せ、は み 出

した部分をは さみや カ ッ ター
等 で切る。

　最後 に霧吹きで 紙を湿 らせ て お き、．一日目の 作業 を

切 り上 げ 翌 日 ま で 乾燥 させ て お く。

図 3　部 品確認 の 様子

図 4　 主 翼 部 製 作 の 様 子

図 5　尾翼部製作の 様子

図 6　紙貼 りの 様子

一17 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Fukushima National College of Technology

NII-Electronic Library Service

Fukushima 　National 　College 　of 　Teohnology

研究紀 要　第・IS号 （2007）　 福 島工 業高等専 門学校

（5 ） プロ ペ ラ 部組 立 て と調整

　プ ロ ペ ラ部 の 部 品組立 を図 7 に示 す 。 こ こ で の 部品

は 精度が 悪 く、そ の まま で は は ま らない 部品 等が あ り、

キ リで 穴を広げた り、ラ ジオ ペ ン チ で 曲げ た り、ヤ ス

リを用 い た り と多少 の 加 工 を要 し た。部晶 の 配 置 や 前

後関係を間違 え やす い た め 、 部品 の 色 や 形 に 着目して

説明 し間違 わ ない よ うに 工 夫 し た。また、こ こ で の 部

品 は 小 さい も の が 多 く 、 な く さな い よ うに 注 意を 呼び

か けた。

　 完 成後、ゴ ム 動 力 を使 わ な い で 飛 行 （滑 空 ）テ ス ト

を し、翼 の位置や角度等 の 調整を行 っ た。

3 ，3 競技 会

　完成後、グラ ウン ドに 出て競技会を行 っ た。そ の 様

子 を図 8 に 示 す。競技内容 は飛 行 機 の 滞空 時間を競 う

もの で 、1 人 2 回飛ば して もらい 長 い 方の タ イ ム をそ

の 人 の 競技記 録 と した。飛 行機 は動 力で あ る ゴ ム の 巻

き数 に よ っ て 滞空 時間が 変わ っ て し ま うの で 、公 平を

期すた め ゴ ム の 巻 き数 は 50 回 に 統
一

した。

　外 は 快晴で あっ た が 風 が 非常に 強か っ た た め 、飛 ば

して もす ぐ に墜落 して しま うこ とも あれ ば、タ イ ミン

グ 良く飛ばす こ と に 成功 し、風 に乗 っ て 1分近 くも滞

空 して い る優 秀 な記録 を残 した 人 も い た。 こ の 競技会

の 飛行 で 部品 が 壊れ て し ま う人 もお り、そ の 人 達に は

予 備 の 部品 で 修 理 し な が ら の 競技 と な っ た。

3．4 表彰 と閉会式

　競 技 会 が 終了 し た後、製作室 に 戻 り表 彰式 が行 われ

た。表彰 の 様子 を図 9に 示す。滞空時間の 長 か っ た上

位 3 名 に は 表彰状 と景 品 が贈られ た。

　その 後、閉会式 となり技術部長 よ り講評 と挨拶 が あ

っ た。

　最 後 に ア ン ケートと記念 写真 を撮 り終 了 した、記 念

撮影 の 様子 を図 10 に 示 す。競技会 で 壊れ た飛行機 に

は 予備 部品 を提供 して修理 した。

4 ，ア ン ケー ト結果と考察

図 7　プロ ペ ラ部製作の 様子

図 8　競 技 会 の 様 子

図 9　表彰 式の様子

　 公 開講座終了後 に 今後の 公開講座 の 参考 に するた

め、小 学 生 お よび 保 護 者 の 方 々 に ア ン ケートをお 願 い

した。ア ン ケートの 結果 を ま とめ る と以下の よ うに な

る。

（1） 内容 に関する項 目

　今回の 公開講座 の 内容に興味を持 て た か とい う問

い の 結果 を図 11に示 す。「とて も持て た ・それ な りに

待 て た」 が 82 ％を占め てお り、こ の 結果か ら今回 の

公 開講 座 の 内容 は適 当 で あ っ た と考 え られ る。しか し、

「あ ま り持 て なか っ た J と応 えて い る 人もお り、IOO

静鞠 紺 遇  　・

図 10　記念撮影の 様子

ゴ噛幽謬
響
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降矢 ・
松 口

・安藤 ・
丹 野

・
和賀

・
小 口

・
直木 ・渡 辺

・
技 術部 主 1存に よ る 公 開講座 の 試 み と課題

％に なる よ う努 力す る 必要 が ある と思 われ る。

　 ま た、今 後 に希 望す る講座内容 につ い て 聞 い た と こ

ろ、小 学生 で は半 数 以 上 が 「機械 工 作や ロ ボ ッ ト作 り

（機械 系）］ を希望 し て お り、保護者 にお い て も 「簡

単な ロ ボ ッ ト製 作 （制 御 を含む 〉」 を希 望 され てい る

方 が多 か っ た。こ の ア ン ケ
ー

ト結果 を今後 の 講座 内容

に反映 し て い く必 要 が あ る と思わ れ る。

小 学生

口 とて も持 て た

囗 それ な りに持て た

匸コ あま り持 て なかっ た

口 ま っ た く持て なか っ た

図 11 内 容に 興 味 が持て た か に つ い て

に は 少 し 難 し い 作業で あ っ た が、保 護者 と協力すれば

出来 る作 業 レ ベ ル で あ る こ とが 分か る。

【
還

轡

55％
’

36％

小学生

　口　非常に難 しい

　口 やや難 しい

　 目 普通

　［ヨ やや簡単

　口 簡単す ぎる

保護者

図 13　作業の 難易 度に つ い て

（2 ）作業に 関する項 目

　作業 の 説 明 に つ い て の 結果を図 12 に 示 す D
「良 く解

っ た ・それな りに 解っ た 」 が 小 学生 で は 91％、保 護

者で は 1GO％ で あ っ た。小 学生 の 回答 が IOO°／o で な か

っ た要因と して、参加者 の 中に小学生 低学年が い た こ

とが 挙 げ られ、小 学生 低学年 に は 少 し解 りづ らい 部分

が あっ たと思われ る。

小学生　　　　　　　　　　 保護者

　 口 　 良 く解 っ た

　 口 　それな りに解 っ た

　 口　 や や 解 りづ らか っ た

　 囗 　 非常 に解 りづ らかっ た

　楽 し さ に つ い て の 結果 を図 14 に示 す。「とて も楽 し

い ・や や 楽 しい 」 が 小学生 ・保護者 と も 100％で あっ

た。保護者 の 方 が 「す ご く楽 しか っ た」 と回答 して い

る 率 が 高 か っ た の が興 味深 い 結果 で あ る。

小学 生 　　　　　　　　　　　 保護者

　口 　 とて も楽 しい

　 口 　 や や 楽 し い

　 口　　それ ぼど楽 し くなか っ た

　 口 　 ま っ た く楽 し くな か っ た

図 14　作業の 楽 しさに つ い て

図 12　作業の説明に つ い て

　作業の 難易度に つ い て の 結果 を 図 13に示 す。「非 常

に難 しい ・や や難 しい 」 が 小 学生 で 91％ 、保護者 で

は 「普通 」 が 半数以上 で あ っ た。こ の 結果 よ り小学生

（3 ）競技会 に関する項目

　競技 会 につ い て の 結果 を図 15 に 示 す。「楽 しめた ・

そ れ な りに 楽 しめ た」 が 小学生 ・保護者 とも約 90％

を 占め て い た。100％ で なか っ た要 因 と して、当 日は

非常 に 風が 強 く競技会 に は不 向きな天候 で あっ た こ

と、また そ の た め に破損す る飛 行機 が 出 て しま っ た た
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め で ある と考えられ る。こ れ は主催者側が屋外で 飛ば

した 方が楽 しん で も らえる と思い 、競技 会 を無理 して

屋 外 で 行 っ た結果 で あ る と思わ れ、反 省すべ き点 で あ

る。

小 学生

　 口

　 匚］

　 口

　 口

　 口

》
縄

　

で」蕊

56％

楽 しめ た

そ れ な りに 楽 しめた

ち ょ っ と不満

不 満

や ら な くて も良い

保護者

図 15　競技 会 に つ い て

33％

（4 ）今後 に つ い て に 関する項 目

　今後 こ の 様 な講座 に 参加 し た い か の 問 い に 対 す る

結果 を図 16に 示 す。「是非参加 した い ・機会 が あ れ ば

参 加 し たい 」 が 小 学生 と保護者 と も 100％を占め て お

り、こ の 様な公開講座 の 意義の 有用性 の 証で あ る と考

え られ る。今後 も技術部 と して様 々 な内容の 公 開講座

を催 して い き た い と思 う。

小 学 生 保護者

口 　是非参加 した い

口　機会 が あれ ば参加 した い

口 　 た ぶん もう参加 しな い

口 　参加 しな い

（5 ） 日程や人員に 関する項 目

　 日程 的に は 「2 日 間 で ち ょ うど良い 」 が多数で あ る

が 、「1 日 で 良い 」 とい う意見 も少 数 な が らあ っ た 。

主催者側 の 立 場 か ら 1 日で は 無理 が ある と思 われ る

が 、今後 の 課題 と して 挙げ て お く。

　 人 員の 配置は 「丁 度良い 」 が 100％で あ り過不 足 無

か っ た と考え る。

5 ．まとめ

　ア ン ケート結果 か ら技 術 部主 催 の 公 開 講 座 の 大 き

な 目的で あ る、モ ノ づ く りや 工 作 の 難 し さや楽 し さ、

お よび 完成 した ときの 達成感を感じて も ら うこ とが

で き成功 で あっ た と考 え る。こ の 要因 と し て 製作作業

を ス ムーズ に 進 め る こ とが で き た こ とが挙 げ られ る。

こ れ は 試作時 に 写 真や動画等 を撮影 し、そ れ らを用 い

て 説 明書に は書か れ て い ない 工 夫等 を加 え なが ら、テ

キ ス トや プ レ ゼ ン テー
シ ョ ン を周 到 に 準 備 した か ら

で あ る 。
こ れ は 普段 の 実験実習で 用 い られ て い る 手 法

で あ る が、今回 は 特 にプ レ ゼ ン テー
シ ョ ン に 動 画 を 多

用 す る こ とに よ り、さら に分か りやすい もの に なっ た

と思われる。こ の 結果か ら動画の 実験実習 へ の 導人 は

効果 的 で あ る と考 え られ 、こ れ か ら どの よ うに 実験実

習に 導入 して い くか が こ れ か らの 課 題 で あ る。

　現在、少子高齢化が 進ん で お り福島県に お い て も例

外で な く 、 受験生 の 減少 は否 め ない と こ ろ で あ る。技

術部で は 少 しで も高専の PR に 努め 、 1 人 で も受験生

が 増 え るた め に 貢献 した い と考え て い る。そ の た め に

実 験 実 習 を通 した 在学生 へ の 指導 ・支援 の み ならず、

こ の よ うな公 開 講 座等を 通 して 興味 と魅力ある 学校

で あ る こ とを 地 域 へ 発 信 して い き た い と考 え て い る。
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　本講座 に 参加 し て くだ さっ た 皆様 に は 深 く感謝 の

意 を表 した い 。ま た、講座 の 告知 か ら受付準備まで 事

務職員の 方々 に は 多大な る ご協力 を頂き、こ こ に感謝

を 申 し上 げる。

　今回の 講座 で 得 た も の を こ れ か ら の 公 開 講座 お よ

び 本校 の 実験実習等 に も活 か して い き た い と考 え て

い る。

図 16　今後 の 参加 に つ い て
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